
                               
平成２８年度地球温暖化防止のための「福島議定書」事業                                                     

最優秀賞受賞団体／学校の取組一覧 

 

■事業所版 最優秀賞受賞団体の取組 

部門名 団体名 受賞歴 特徴のある取組 

オフィス・

店舗等部門 

アルパイン技

研株式会社 

H21優秀賞     

H22最優秀賞     

H23最優秀賞     

H24最優秀賞     

H25最優秀賞     

H26最優秀賞     

H27最優秀賞   

○ 環境スタッフを４グループに分けて省エネ提案を実施                       

○ LED照明の拡充                         

○ 換気扇の休日停止                             

○ ライトダウンキャンペーンを毎週水曜日に実施             

○ 社員で緑のカーテンプロジェクトを発足、植樹や育成作業を実施                   

○ 福島議定書事業受賞企業との相互交流、同受賞学校への環境教育の実施                                  

○ エコチャレンジシートを活用し、全社員参加型の省エネコンテストを実施 

製造業等部

門 

アルパインマ

ニュファクチ

ャリング株式

会社 

H25優秀賞    

H26入賞     

H27優秀賞 

○ エコステーション（廃棄物分別施設）における分別徹底、３Ｒの推進                        

○ 負荷変動対応の人員についてバス通勤（社有バス）で対応 

○ 定時退社日を週１から週３へ変更、居残り、節電パトロールの実施              

○ エコドライブ講習の開催 

○ ＬＥＤ照明の導入、センサーによる点灯時間の調整 

○ エアコン室外機への遮光シート設置 

○ 暖房用ボイラー、冷房用チラーへタイマー運用 

運輸･設備

業・その他

部門 

會津通運株式

会社 
H27入賞 

○ ゼロエミッションの推進（ゴミ分別、リサイクルの徹底） 

○ 職場交通マネジメントの推進（通勤手段転換やエコタイヤ導入の呼びかけ） 

○ 従業員の温暖化対策取組意識向上のための社内掲示                                            

○ エコドライブの徹底 

○ エアコン室外機などの日よけ対策の実施 

○ 冷暖房機器の使用時のサーキュレーター使用   

○ 倉庫にＬＥＤ照明を導入 

団体部門 
株式会社    

東邦銀行 
－ 

○ 全行的にクールビズ（室内の温度を 28℃以上に設定）を 10月 31日まで期間を延長

して実施 

○ 両面コピーを徹底し、帳票やリストの電子化を進めるなど、紙の使用量を削減  

○ 本店、事務センターにおいて、一部照明のＬＥＤ化 

奨励賞 

福島県土地改

良事業団体連

合会 

－ 
○ 太陽光発電による電気使用量の大幅な削減    

○ 職場交通マネジメントの推進 

    
・平成２７年度上級編 

  
団体名 受賞歴 特徴のある取組 

富士通アイソテック株式会社 

H26最優賞    

H27最優賞                         

H22職場交通

マネジメン

ト 

○ 工場フロアにＬＥＤ照明を導入 

○ 工場内に緑のカーテンの植栽を実施 

○ 家庭での緑のカーテンコンテストを開催 

○ 幼稚園・小学校への花苗寄贈 

○ エコチャレンジ家庭版を社内ホームページに掲載し周知を実施 



                               

■学校版 最優秀賞受賞校の取組 

学校名 受賞歴 特徴ある取組 

いわき市立湯

本第二幼稚園 
H25最優秀賞 

○ 掲示に工夫し、コップ一杯の水での歯磨きや、水を出したままにしないなどによる節水   

○ プールの水をそのまま流さずに、花壇に使うなど有効活用による節水                              

○ 幼児と共に工作で、古紙、段ボール、空き箱を再利用                                

○ 絵本などで、水の大切さや森の大切さを説明し、ものの大切さや自然に感謝の気持ちを持てるよ        

う伝えることによる、環境への関心の向上                                                  

○ ペットボトルを再利用した稲づくりによる水の大切さを実感 

桑折町立半田

醸芳小学校 
－ 

○ 不要照明のまめな消灯、冷房設定温度２８℃のキープを柱に全校児童・全職員で節電 

○ 「まめに蛇口を締め、無駄遣いをなくす」をスローガンに全校児童・全職員で節水 

○ ５年生は、「節電・節水見守り隊」を結成し、エネルギーの無駄遣い防止を訴え、巡回活動を実践                                                   

○ 紙類・アルミ缶の回収を実施                                                 

○ ホタルの生態や生息地の環境保全等に関する学習会や、再生エネルギーに関する授業を実施 

郡山市立桃見

台小学校 
－ 

○ 使わない電気は消す、エアコン使用中は戸を開けっ放しにしない、設定温度を守ることによる節電 

○ 歯みがきの時はコップに水をくんでうがいする、雑巾はバケツの中で洗う、植栽への水やりは雨水 

を利用することによる節水                                                      

○ ミスプリントの裏紙使用、封筒の再利用、プリントの両面刷りの実施                                    

○ 宿泊学習時における自然観察や、電力の需要と供給、再生可能エネルギーについての学習を実施                                                      

○ ペットボトルキャップの回収や、地域の方と一緒に苗植え、水やり、草むしりの実施                           

○ マイボトル使用の呼び掛け 

郡山市立宮城

中学校 
－ 

○ 環境委員を中心とした空き教室の消灯の徹底のほか、使用していない機器のコンセントを抜くこと

による待機電力の節電                                                

○ 清掃時には、バケツに水を汲んで雑巾を絞るなど全校生による取組                                                              

○ 給食でできるだけ食べ残しを出さないよう全校生での取組                                             

○ 生徒会便り等を通した、全校生や各家庭への節電・節水の呼びかけ                                              

○ 電気機器の適切な利用、冷蔵庫開けたらすぐしめる等による職員室での節電・節水 

福島県立小野

高等学校 
－ 

○ 教室を出る時には消灯確認を行うなどによる節電 

○ 生徒会による独自の節水ポスターの作成及びトイレや手洗場への掲示 

○ 昼休みには節電・節水呼びかけの放送                                         

○ エコキャップの回収やゴミの分別の徹底                                         

○ 文化祭等における節水の協力依頼 

 


